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1. はじめに 

発表者たちは，各国の図書館における所蔵を手

掛かりに日本文化としてのマンガ 1)受容に関する

共同研究 2)を進めている。基本的には，日本語版・

翻訳版双方を含む包括的なマンガリストを作成し

た上で各国の図書館を対象とした所蔵調査を行い，

その結果を分析するものである。とはいえ，所蔵デ

ータが持つ意味を理解するためには，各国で刊行

される物理的実体としてのマンガの特徴を把握す

る必要がある。 

松井剛によるとアメリカにおける日本のマンガ

の需要は，個人的な関心に基づく刊行から，商業出

版社による刊行，日本マンガの形態そのままで刊

行という流れになっている 3) 。つまり，当初は現

地の出版流通に従うように手直し（完全なペーパ

ーバック形態，本の開きを合わせるための左右反

転印刷）されながら受け入れられていく。そして，

マンガ固有の市場が成り立つと次第に日本のマン

ガに近い形態での刊行も試行されるようになる。 

このような経緯の一つの例として松井は，

authentic mangaが強く求められる時期（2002年

くらい）以前の作品である『新世紀エヴァンゲリオ

ン』の例を紹介している。この作品は1998年に作

者から要求に応じて右開きと左開き双方で刊行し

たものの，左開きの方が売れていた 4)。 

アメリカの事例が世界のすべてにそのまま適用

されるのかは疑問である。しかし，日本のマンガが

受容される時に状況に応じて形態にも特徴が表れ

ることは予想できるだろう。しかし，現在の書誌デ

ータは，書誌同定という意味では十分であるが，書

誌学的な検討に対してまで必要十分な情報を提供

するものではない。そもそも，世界各国でどのよう

な形態で刊行されているのかが不明な状態では注

意すべきポイントも分からない。 

そこで，世界各国で出版された海外版日本マン

ガについて多言語かつ一定のタイトル数を対象と

する予備的調査を行うことにした。具体的には，各

タイトルについて形状や作品以外の要素，翻訳資

料としての処理といった要素について調査項目を

用意し，その妥当性の検討を行った。 

調査対象としては，京都精華大学国際マンガ研

究センター／京都国際マンガミュージアム（Kyoto 

International Manga Museum）のマンガ万博

(Manga Expo)5)と呼ばれる日本マンガの翻訳版の

コレクションとした。このコレクションは，北米を

中心に日本のマンガ，アニメの翻訳出版や映像販

売を展開しているVIZ Media社からの寄贈が多い。

同社は，集英社，小学館，小学館集英社プロダクシ

ョン3社が2005年に共同出資して設立した会社 6)

であるため，コレクションはいわゆる一ツ橋グル

ープの作品に集中する傾向にある。このような問

題点はあるものの，多くの言語にわたり一定規模

所蔵しているコレクションがわが国にはほとんど

ないため，調査対象として選定した。 

 

2. 調査概要 

京都国際マンガミュージアムにおいて，同館所

蔵の資料のうち日本語以外の20言語で単巻もしく

はシリーズの 1冊（原則として第 1巻）について

156タイトル（延べ数）を調査した。これは，同一

シリーズの場合，基本的には同じフォーマットで

用意されることが想定されるので，偏った集計結

果になる可能性が想定されるためである。これ以

外に2タイトルを事前に入手していたため，計158

タイトルが調査対象タイトル数になる。 

中心となる 156タイトルの調査は 2019年 8月

25 日から 27 日にかけて京都国際マンガミュージ

アム研究閲覧室にて行った。あらかじめ用意した

調査項目についてフォームを作成し，データ入力

を行った。なお，京都国際マンガミュージアムから

マンガ万博の所蔵リストデータを提供されていた。

このため，作業中はこのリストの記述を随時参照

している。 

8月25日の入力後，調査参加者全員で改めて検

討を行い，入力作業の効率化と適正化を図るため

の修正を行った。その後は特に項目の修正を行う

ことなく調査期間中のデータの入力を行った（8月

25日作業分については，遡及して修正）。 

作業に関しては，京都国際マンガミュージアム，

同研究閲覧室の開館・開室時間に合わせて行って

いたが，様々な都合上全ての入力者が作業に専従

できたわけではない。いずれにしても，入力に際し

ては，詳細な項目になっているため，1タイトル当

たりの入力時間はかなりのものとなっている。 



表1 作業プロフィール 

 
 

 入力対象は英語以外の言語を優先して進めた。

結果として表 2 の通りになっている。入力作業に

時間がかかったのは言語への対応も一因である。 

 

表2 調査対象の言語別集計 

 
*中国語は繁体字・簡体字含む 

 

 京都国際マンガミュージアムは図書館というよ

りは博物館的観点からのメタデータ作成を行って

おり，ISBNがないマンガについて商品コード等の

IDをISBN欄に入力している事例があった7)こと，

あるいは，もともと古い出版年や雑誌扱いのマン

ガには ISBN が付与されていない等の理由から，

ISBNからAmazon等の外部のメタデータを活用

できるマンガは1/5程度と少なく，今回は外部のメ

タデータは分析には用いていない。 

 

3. 調査項目 

確定した調査項目は表3(末尾参照)の通りになる。

ここではいくつかの項目とその特徴を説明する。 

そもそもの前提として，マンガは通常の書物と

して扱われないことも多く，しかもその扱いが各

国によってかなり異なっている。同時に，日本のマ

ンガがかなり海外にも定着した結果，一つの作品

としてきちんとした扱いを受ける場合も生じてい

る。このような事情により，形状やテクスト以外の

内容についてさまざまな様相を呈している。 

 まず，読み方のガイダンスとは，マンガの読み方

を提示している説明の有無について調べている。

日本の右開きのマンガがそのまま刊行された場合，

どの順番で読んでいけばよいのかが分からない読

者が存在する。このため，マンガの末尾の方（左開

きの本では冒頭部分）に図1のように， コンテン

ツの末尾であることを示しつつページ内の表示の

順番を提示している。なお，図 1のコマAにある

ように，吹き出しの順番も日本語版と全く同じで

あるため，吹き出し単位では右から左に移動する

のに，各吹き出しの内部は左から右に読んでいく

というかなり複雑な読みを強いられることになる。

また，図 1 は抽象的な形で説明しているが，作品

中の任意のページを例に紹介している場合もある。 

 一部のマンガでは背表紙を表表紙と同様の図と

していた。これは，書架での面だしをしたさいに，

左開き，右開きのどちらであっても表紙が表にで

るような工夫がされている製本といえる。 

 

 

図1 マンガの読み方の提示の一例 

(『名探偵コナン』2004年スウェーデン語版. 京都

精華大学国際マンガ研究センター／京都国際マン

ガミュージアム所蔵) 

 

 オノマトペやそれ以外の作中の吹き出し部分以

外の処理についても，確認を行っている。デジタル

原稿を使用している場合や，アナログ原稿でも他

の背景にかかっていない場合には翻訳語の表現を

掲載できるが，難しい場合もあるときには，ルビで

対応したり，日本語のままで対応したりすること

がある(図2。次項参照)。オノマトペや作中の日本

語に対する脚注での対応も多くみられた。 

また，作品に対する注釈や解説といった要素も

異なる。図 3（次項参照）は，「Samurai Deeper 

KYOとその歴史的背景」とでも題すべき，作品の

時代設定(江戸時代初期)に関する解説であるが，こ

れは『Samurai Deeper KYO』スペイン語版にみ

られる解説であり，少なくともスウェーデン語版

には見られない。作品への敬意が伺える要素であ

作業日

作業

時間

(時間)

入力

人数

(人)

入力

件数
備考

調査期間外 - 1 2 調査項目作成のための試行

8月25日 3.5 3 11

8月26日 6.0 5 105 昼食時間含(入力者各自取得）

8月27日 4.0 4 40

言語
対象

件数
言語

対象

件数

イタリア語 35 ポルトガル語 6

中国語 33 ロシア語 4

ドイツ語 12 オランダ語 3

インドネシア語 10 デンマーク語 2

フィンランド語 10 ハンガリー語 2

スウェーデン語 9 カタルーニャ語 1

ベトナム語 7 タイ語 1

ポーランド語 7 トルコ語 1

英語 7 ノルウェー語 1

スペイン語 6 韓国語 1

合計 158



るが一律でない対応であることも分かる。 

 

  

図2 オノマトペ等の処理 

（『Samurai Deeper KYO』2005年スウェーデン

版. 京都精華大学国際マンガ研究センター／京都

国際マンガミュージアム所蔵） 

 

 

図3 外国人による作品解説の例 

（『Samurai Deeper KYO』2004年スペイン語

版. 京都精華大学国際マンガ研究センター／京都

国際マンガミュージアム所蔵） 

 

一方で，海外でもマンガが雑誌扱いされている

要素もある。コンテンツ末尾の方に読者からの投

稿コーナーがあるタイトルもあった。さらに，雑誌

扱いの場合，単話や元の単行本の話数よりも減ら

した形で収録されることが多く，日本の単行本と1

対1対応しないことも多い。 

レイティングに関してはアメリカのものは厳し

く設定されていたが，それ以外の国，例えば，イタ

リアでは設定はされているが，作品により設定の

厳しさにかなり幅があるものがあった。 

2 点を除く 156 点がソフトカバーであった。い

ずれかの時点で廃棄された可能性は否定はできな

いが，ダストジャケットが 68 点（うち中国語 26

点，イタリア語 20点）と 4割強に見られた一方，

帯は 1 点にしか見られなかった。ソフトカバーに

もダストジャケットを付ける習慣や帯はマンガに

限らず，日本独特のものと指摘されているものの，

ダストジャケットという日本のマンガの特徴を再

現する場合が一定程度あることが確認できた。 

 

4. 予備的調査から本調査へ 

前項で指摘した点以外でも同一作品であっても

判型が異なる場合もあるなど，想像以上に細かい

差異があることが明らかとなった。これらの点か

ら日本マンガの受容の様相を把握するために書誌

学的な部分について多くのポイントに着目した調

査が必要であることを確認できた。 

 今後，調査項目は省略せず，簡便な入力方法を工

夫し，量的な分析にも対応できるものにしたい。 
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5) マンガ資料｜京都国際マンガミュージアム. 

https://www.kyotomm.jp/material/manga/ 

(URL確認2019年10月13日) 

6) 小学館集英社プロダクション. 沿革｜企業情報

｜ 小 学 館 集 英 社 プ ロ ダ ク シ ョ ン . 

http://www.shopro.co.jp/corporate/history/ 

(URL確認2019年10月13日) 

7) 現在の ISBNは 978ないし 979から開始して

いるが，一部地域では商品としての書籍コード

が978から開始している場合があり，紛らわし

い状態になっている。 



表 3 翻訳版の書誌学的な調査項目 

 

項目

番号
項目名 備考

1 タイムスタンプ フォームデータ送信時刻を自動入力

2 作業者イニシャル 作業者氏名を記録

3 資料ID 京都国際マンガミュージアムの資料リスト中のID

4 ISBN 京都国際マンガミュージアムのリストに記載がある場合は入力不要

5 翻訳版のタイトル 翻訳版のタイトルのうち，最初の数語

6 言語 翻訳に使用されている言語

7 日本語単行本との1対1対応 日本語版の合冊や分冊，あるいは翻訳版独自のアンソロジーになっているか

8 製本の種類 いわゆるハードカバーかソフトカバーかを回答

9 物理的な大きさ：縦 ミリ単位で数値のみ入力（目録の場合，センチ単位のため）

10 物理的な大きさ：横 ミリ単位で数値のみ入力（目録の場合，センチ単位のため）

11 ダストジャケット ダストジャケットの有無

12 本体の表紙にある要素

表紙に以下の要素がある場合可能な限り列挙する（複数回答あり，イラストは除

く）。タイトル，著者名，出版者名，出版年，ISBN，バーコード，文章（内容

説明や惹句），価格，その他。可能なら写真を撮影

13 本体の裏表紙にある要素

裏表紙に以下の要素がある場合可能な限り列挙する（複数回答あり，イラストは

除く）。タイトル，著者名，出版者名，出版年，ISBN，バーコード，文章（内

容説明や惹句），価格，表紙と同じデザインかどうか，その他。可能なら写真を撮

影

14 背表紙の文字 上から表記されているか，下から表記されているか

15 背表紙のイラスト
1)表紙・裏表紙のイラストの一部，2)1)と異なるイラスト，3)2)の中で，特に前後

の巻と連続するイラストの一部となっているか，4)イラストはない

16 表見返し／表表紙の裏 表見返しや表表紙の裏のマンガの広告の有無

17
前問で「マンガの広告あり」の場

合のタイトル、著者名

上記16で何らかのマンガの広告がある場合の掲載されている作品のタイトル・著者を

記入

18 裏見返し／裏表紙の裏 裏見返しや裏表紙の裏のマンガの広告の有無

19
前問で「マンガの広告あり」の場

合のタイトル、著者名

上記18で何らかのマンガの広告がある場合の掲載されている作品のタイトル・著者を

記入

20 本の開き方 右開きか左開きかを回答

21 遊び紙 遊び紙（何も印刷されていない紙、本文紙とは色が違う）の有無

22 読み方のガイダンス ページ内のコマ（吹き出しを含む場合もある）の読み方のガイダンスの有無

23 オノマトペの表記

冒頭の1話と最終話の最後4ページを対象に，オノマトペについて翻訳，日本語ロー

マ字表記，日本語に翻訳のルビ，日本語のまま，調査対象範囲では確認できな

い，その他のいずれかを回答

24 オノマトペ以外の文字表記

冒頭の1話と最終話の最後4ページを対象に，オノマトペ以外の文字表記（背景の

看板等）について翻訳，日本語ローマ字表記，日本語に翻訳のルビ，日本語の

まま，調査対象範囲では確認できない，その他のいずれかを回答

25 奥付・刊記の位置
標題紙に一緒に刊記がある，標題紙裏に刊記がある，奥付がある，その他のいず

れかを回答

26 注釈
作品に関連した，独立した注釈のページが用意されている，ページの余白部分に注

釈が用意されている，注釈が特に用意はされていないのいずれかを回答

27 解説
日本人による解説(日本語版との異同を後日調査），外国人による解説，なしの

いずれかを回答

28
作品以外の要素（見返しに

あった場合は入力不要）

冊子体部分について作品以外のコンテンツについて以下の要素を可能な限り列挙す

る（複数回答可）。日本語の読者からのおたより・投稿，その国の読者からのおた

より・投稿，日本語版の表紙，日本のマンガ（日本のマンガの外国語版）の広

告，外国のマンガの広告，別標題紙，その他，なし

29 レイティング レイティングあり，ゆるやかな対象年齢の記載あり，なしのいずれかを回答

30
レイティングがある場合の表示箇

所
表表紙，裏表紙，その他のいずれかを回答

31 自由記述欄 自由記述

32 写真 写真撮影を行った場合の写真に関して記述する


